
( 1 )  303 号 塩 川 タ イ ム ズ  令和 3 年(2021 年)12 月発行 

一
年
を
振
り
返
っ
て 

        

区
長 

藤
本
光
雄 

 

今
年
も
残
り
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た

が
、
区
民
の
皆
様
に
は
一
年
間
、
区
の
行

政
運
営
に
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
禍
が
、
今
年
も

区
、
分
館
、
関
連
団
体
等
の
行
事
、
運
営

に
大
き
く
影
響
し
、
難
し
い
舵
取
り
が
一

年
間
続
き
ま
し
た
。
今
ま
で
普
通
に
行
わ

れ
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
中
止
、
縮
小
、
内
容
を
変
更
す
る
な

ど
関
連
団
体
及
び
役
員
会
等
に
て
話
し
合

い
を
行
っ
て
本
日
ま
で
来
ま
し
た
。
今
年

は
災
害
等
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
須
坂
市

天
然
記
念
物
指
定
の
熊
野
神
社
エ
ノ
キ
幹

内
部
空
洞
部
が
火
災
に
遭
い
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
負
い
ま
し
た
。
市
関
係
者
と
相
談

を
し
、
年
明
け
剪
定
を
行
う
予
定
で
す
。 

    

（
当
時
、
雷
の
影
響
で
、
隣
の
防
犯
灯
が

壊
れ
、
火
が
エ
ノ
キ
内
部
に
入
っ
た
と
想

定
さ
れ
る
） 

 

今
年
の
組
数
は
百
十
七
組
（
令
和
二
年

度 

百
十
四
組
）
、
今
後
ま
だ
組
及
び
件

数
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
沢
山
の
区

民
が
行
政
、
事
業
に
参
加
し
て
頂
け
れ

ば
、
塩
川
町
も
発
展
し
住
み
良
い
街
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
に
は
、
塩

川
町
の
区
及
び
各
団
体
の
役
を
率
先
し
て

受
け
て
頂
け
た
ら
と
希
望
し
ま
す
。 

最
後
に
一
年
間
区
役
員
の
皆
様
、
各
団

体
正
副
会
長
の
皆
様
、
隣
組
長
の
皆
様
の

ご
協
力
の
元
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

会
計 

 

丸
山
勝
匡 

 

 

令
和
三
年
度
の
区
の
会
計
を
さ
せ
て
頂

き
、
区
費
等
の
集
計
を
経
験
し
て
気
が
付

い
た
の
は
、
転
出
入
が
割
と
頻
繁
に
あ
る

と
い
う
事
で
す
。
当
然
な
が
ら
ア
パ
ー
ト

が
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
新
た

に
持
ち
家
で
住
ま
い
す
る
方
も
増
え
て
い

ま
す
。
百
十
七
組
に
増
加
し
た
隣
組
の
数

は
尋
常
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
又
本
年
度
は

新
型
ウ
ィ
ル
ス
の
せ
い
で
殆
ど
の
行
事
が

取
り
止
め
と
な
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

そ
の
為
の
出
金
が
少
な
い
年
で
し
た
。
も

う
暫
く
は
こ
の
状
態
が
続
く
の
で
し
ょ
う

が
早
く
通
常
の
一
年
に
戻
り
ま
す
事
を
願

う
ば
か
り
で
す
。 

 

第
一
総
務
部
長 

竹
田
博
行 

  

塩
川
タ
イ
ム
ズ
の
作
成
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
と
な
る
中
、
ネ
タ
探
し
に
は
苦
慮
し

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
継
続
し
て
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

情
報
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

第
二
総
務
部
長 

田
子
千
純 

 

第
二
総
務
部
長
を
一
年
間
や
っ
て
み

て
、
ま
ず
第
二
総
務
部
長
の
仕
事
は
二
つ

あ
り
ま
し
て
、
一
番
目
は
配
布
物
を
役
員

の
方
々
の
家
に
配
る
の
と
、
二
番
目
は
防

犯
灯
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
、
等
の
灯
り
が
切
れ
た

ら
教
え
て
も
ら
っ
て
、
協
立
電
機
工
事
様

に
連
絡
し
て
直
し
て
も
ら
う
と
い
う
事
の

二
つ
な
の
で
す
が
、
メ
イ
ン
の
仕
事
は
配

布
物
を
配
る
事
で
す
。
月
に
二
回
、
一
五

日
頃
と
月
末
に
あ
る
の
で
す
が
、
月
末
の

配
布
物
の
量
が
半
端
な
い
で
す
。
大
き
な

車
で
良
か
っ
た
で
す
が
、
軽
自
動
車
な
ら

キ
ツ
イ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

一
年
や
っ
て
み
て
思
っ
た
の
は
体
力
勝

負
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

収
納
部
長 

山
田
晃
広 

 

こ
の
一
年
を
振
返
っ
て
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
が
、
一
月
末
の
第
一
回
区

費
収
納
で
す
。
早
朝
か
ら
各
組
長
さ
ん
が

区
費
収
納
に
公
会
堂
に
来
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
人
数
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
組
数

は
現
在
百
十
七
組
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
奇
数
組
と
偶
数
組
で
時
間
を
ず
ら
し
ま

し
た
が
、
初
回
の
収
納
の
仕
事
で
慣
れ
て

い
な
い
事
も
あ
り
、
組
長
さ
ん
を
待
た
せ
、

ご
迷
惑
を
掛
け
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
ド
タ
バ
タ
で
始
ま
っ
た
収
納
の
仕

事
で
す
が
、
区
の
皆
様
に
ご
協
力
頂
い
た

結
果
、
予
定
通
り
の
区
費
を
無
事
収
納
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
一
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

塩 

川 

タ 

イ 

ム 

ズ 

編 集 

区 総 務 部 

発 行 責 任 者 

藤 本  光 雄 
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12/19（日） 8:00～ 公会堂清掃（59,60組）

12/21（火） 14:00～ 大祓祭（熊野神社）

12/31（金） 23:30～ 越年祭（熊野神社）

1/5（水） 18:00～ 定期総会　中止（書面開催）

1/8（土） 19:00～ どんど焼き

1/15（土） 19:00～ 第１回隣組長会（奇数組）（公会堂）

1/16（日） 8:00～ 公会堂清掃（61,62組）

1/16（日） 19:00～ 第１回隣組長会（偶数組）（公会堂）

1/31（月） 7:00～9:00 第１回収納日（公会堂）

※上記の予定は今後変更となる可能性があります。

今後の行事予定

ど
ん
ど
焼
き
に
つ
い
て 

 

体
育
部
長 

池
森
啓
治 

 
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
中
止
な
ど
に
よ
り
全
て
の

イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
る
異
例
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
本
来
な
ら
ば
親
睦
を
深
め
る
良

い
機
会
と
な
る
は
ず
で
し
た
が
、
感
染
防

止
の
為
に
は
仕
方
な
い
こ
と
で
し
た
。 

私
は
子
供
と
共
に
武
道
を
習
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
昇
級
昇
段
審
査

で
の
緊
張
感
や
有
段
者
と
な
っ
た
達
成
感

は
、
こ
の
時
で
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
経
験
で
し
た
。
そ
う
思
い
返
す
と
、

体
育
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
価
値
あ
る
も
の
で
す
。 

 

第
一
環
境
衛
生
部
長 

丸
山
晃 

  

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
情
勢
の
中
で
し

た
が
、
日
々
の
業
務
に
加
え
、
粗
大
ご
み

の
収
集
や
側
溝
公
園
清
掃
等
の
予
定
し
た

内
容
を
大
き
な
過
誤
も
な
く
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
、
部
役
員
一
同
ホ
ッ
と
胸
を

撫
で
下
ろ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
等
、

環
境
衛
生
の
役
割
は
地
味
で
は
あ
り
ま
す

が
、
区
民
の
皆
様
の
日
常
生
活
に
直
結
す

る
も
の
で
す
。
更
に
清
潔
で
住
み
や
す
い

区
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
理
解
や
ご
協
力
を
役
員
一
同
願
っ
て

お
り
ま
す
。 

第
二
環
境
衛
生
部
長 

大
野
好
行 

第
三
環
境
衛
生
部
長 

斎
藤
厚
子 

第
四
環
境
衛
生
部
長 

岡
田
千
鶴 

第
五
環
境
衛
生
部
長 

福
田
千
波 

 
 

第
六
環
境
衛
生
部
長 

清
野
ケ
サ
江 

 

氏
子
総
代
長 

小
林
栄 

 

本
年
も
早
や
一
ヶ
月
を
切
り
ま
し
た

が
、
区
民
の
皆
様
に
は
、
益
々
御
清
祥
の

事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
は
、
区
の
祭
事
に
対
し
ま
し
て
、

皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
蔓
延
化
に
よ
り
、
祭
事
に
お
け
る
直

会
、
神
楽
奉
納
等
、
春
、
秋
の
御
忌
法
要

（
旧
永
隆
寺
本
尊
の
法
要
）
が
中
止
に
な

っ
た
こ
と
が
特
に
残
念
で
あ
り
ま
し
た
。 

新
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
鎮

静
化
し
、
区
の
祭
事
等
が
本
来
の
姿
で
実

施
で
き
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

 
 
  

塩
川
町 

熊
野
神
社
氏
子 

 
 
  
  
  
  

塩
川
町 

育
成
会 

 

塩
川
町
恒
例
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
を
、

令
和
四
年
一
月
八
日
（
土
）
午
後
七
時
よ

り
行
な
い
ま
す
。
（
雨
天
な
ど
の
場
合
、

翌
日
に
順
延
）
皆
様
と
一
年
間
の
無
病
息

災
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

当
日
は
午
前
九
時
よ
り
子
供
達
が
、
だ

る
ま
、
し
め
な
わ
、
門
松
、
正
月
飾
り
等

を
集
め
に
参
り
ま
す
。 

 

だ
る
ま
の
底
ふ
た
（
石
膏
）
、
飾
り
物

の
金
具
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
除
去
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

詳
し
い
ご
案
内
は
、
全
戸
に
お
配
り
し

ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

多
く
の
区
民
の
方
の
ご
参
加
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

十
二
組
の
近
く
に
、
明
治
四
十
四
年
蚕

具
の
洗
浄
の
た
め
に
当
時
の
人
々
が
協
力

し
て
整
備
さ
れ
た
、
湧
水
で
潤
っ
た
通

称
・
大
川
（
お
お
か
わ
）
が
あ
り
ま
す
。

（
当
時
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
） 

明
治
・
大
正
・
昭
和
と
上
水
道
が
整

備
さ
れ
る
ま
で
、
生
活
用
水
で
利
用
さ

れ
、
そ
の
後
も
野
菜
や
衣
類
を
洗
う
な

ど
、
子
供
た
ち
の
水
遊
び
な
ど
が
あ
る
、

地
域
の
集
ま
る
所
で
、
井
戸
端
会
議
で
欠

か
せ
な
い
泉
で
す
。 

農
業
用
水
の
役
割
も
担
っ
て
、
湧
水
の

塩
川
の
一
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

記
・
写
真 

田
中
孝
佳 

様 

塩
川
の
湧
水
の
里 

「大
川
」の
歴
史 

 

湧水の里 通称：大川 


